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〔目的 〕前回， われわれ は ヒ ト初乳中に IL − 6 が多

量に 含ま れ て い る こ と を 報告 し た が
， 今 回 は そ の

産生 機序，lgA 産生 へ の 関わ りに つ き検討 を加 え

た 。〔方法 〕初乳， 成乳を 3000rlin，
80 分間 遠心 し

脂肪 を除去 し ， 乳 清は 一80℃ に て 凍結保 存 し た 。 沈

渣中 の 単核 球 は Flcoll −Cenray 比重 遠心法 に て 分

離 し ，
10 ％ Fcs 加 RPMI 　1640 　mediuml こて 1xlo61net

に 調整 した 。 末梢血 単核球は 母乳同様 に lx　10　6！　mt

に 調整 した
。 乳清 ， 血 清， 非刺激単核球 上清中 の

IL− 6を，
　MH60 ．　BSF2 　 hybridoma 細胞 を用 い た

bioassayに て 測定した 。
　SAG 刺 激単核球 上 清中 の

正gA は 肌 ISA 法に て 測定した
。 母 乳単核球 の cell

surface 　 ma ・ker は FACS 　can に て 検討 した 。 抗 IL −6

抗体 を用 い た免疫 組織染色 に て 母 乳 単核球中 の IL−6

の 局在を調べ た 。〔成績〕（1）初乳乳清中 の IL − 6 は ，

6．6± 4，3　u ！mt で成 乳（2，9 ± 2，3u ／ml ）や 同
一症 例の

血 清中 よ りも有意 に （P 〈0．001）， 高値 を示 した。

（2）単核球数は初乳 で は 3．2±3．5xlo51ml で ， 成乳 の

王，3 ± LsxlO51ml と 比べ て 有意 に 多 く認め られ た
。

但 し，単球 ，
Tcell

，
　 B　 cel1 の 比 に は 差は 認 め られ

な か っ た 。 また ， 単核球数 と乳清申 IL −6 濃 度に

は有意な 正の 相関が認め られ た 。   免 疫組織染色

に て初乳中 の 大型 細胞 （マ ク ロ フ ァ
ージ ）に IL − 6

の 局在が認め ら れ た 。 （4）抗 工L −6抗体 を添加す る

と濃度依存性 に SAG 刺激初乳単核球 の IgA 産生量

が 低 下 した 。 〔結論 〕ヒ ト初 乳中に は 成乳 ， 血清

に 比 して IL −6 が多量 に含 ま れ t こ の IL − 6 は単核

球 （こ と に マ ク ロ フ ァ
ージ）に 由来す るこ とが判 明

し た 。また ， 抗 皿
一6 抗体に よ っ て 初乳単核球 の

IgA 産生 が 抑 制 され る こ と か ら， 初乳単核球 の 産

生 す る IL −　6 は 乳房 局所 で の IgA 産生 に も大 き く

寄与 し て い る と考え ら れ る 。

【目的】妊娠 の 免疫 学的維持機構 に おけるbloc  g

factorの 重要性 は 以前よ り報告 さ れ て い る が
， 未

だ全容解明 に 至 っ て い な い
。 今回，我 々 は 妊婦 リ

ン パ 球 の IL−2　receptor に 対す る正常妊 婦血清の

blocking　effect を証 明し ， その 意義 を検討 し た 。

【方法 】被検対象は 正 當妊婦 （NP ）13例 と自然流

産思 者 （SA）6例で あ る 。 全例 に お い て 妊娠 前及 び

妊娠中 （妊娠 4〜9週 ）の 血 清 と末梢 血 リン パ 球

CPBL）を採取 し ， 実験に供 した 。   PHA に て芽球

化 し だ ， IL−2　receptor 発現 PBL に 妊娠前及び妊娠

初期血清 を反応 させ た 後 ， 力価既 知の recombi −

nant 　lL−2（rlL −2
’
）を添 加培養 し ，

3H − uptake を測

定 ， ％Suppressionを算出し ， 妊 婦血清の blobking

effect と し て 評価 し た 。     の 操作で血清を 添加

培養後洗浄操作 を加え ，測定 した 。   PBL の n −2

産生能 をII．−2　dependent　cell　line（CT［LL −2）を用

い て 測定 し t 。   妊娠 各週 の PBL を PHA で 芽球化

きせ ， rlL −2添加培養後の
3H −uptake を 測定 しだ 。

【成績 】  NPで は SA に 比較 し て ％Suppression に

お い て 高い 傾向を示 し ， blocking　effect が 認 め ら

れ た 。 ‘妊 娠 8週 で は NP ： 6』 ± 5．1％，
　 SA ：

− 1L5

± 12．0％ と有意差 を認 め た 。 pく 0．01）　   洗浄操

作後 も％ Suppressionに 変化 は な か っ た　 （O．31≦ r ≦

0．91）。 　  IL−2産生能は NP ： 11．5± ＆IU ／m1 ，　SA

：10．8± 6。5U ／m 星で 差を認 め な か っ rc。　   妊 娠週

数 に よ っ て
3H −uptake は，　 NP ，

　SA と もに 変化 し

な か っ た 。 【結論 】正 常妊娠血 清中 に は IL−2

receptor に 対するblocki  factorが 存在 し ， こ の

変 化 が killer細胞 の 増殖抑制 を介 し て ， 免疫学的

妊 娠維持機構の
一

役 を担 っ て い る と考え られ た 。
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